





























 はじめに  
 第一節 物品交換の発生と仲介業の起源 
 第二節 国家の仲介業に対する支配 




 1 第二次世界大戦前の研究 
  2 戦後から 1950年代までの研究 




 1 第二次世界大戦前における研究 
  2 1950年代から文革（1966年）までの研究 






 第一節 徴税請負と牙税との性質上の差異 
 第二節 牙行換帖銀の性格の変遷――地方行政費から中央軍事費へ―― 




 第一節 崇禎買弁改革 
1 買弁方式の変遷と牙行の出現 
  2 崇禎改革前の買弁構造と崇禎改革の提案 
3 崇禎改革の決行と施行の実態 




1 崇禎 2年の改革提案と牙行の組み込み 
2 崇禎 5年の改革決行と官牙の成立 
3 崇禎改革から見る北京牙行の実相 




 第一節 北京牙行の数量についての考察 
1 「牙行換帖銀」の成立背景 
  2 北京牙行数量の考察――換帖銀徴収見積額と徴収定額の分析を手がかりに―― 
 第二節 買弁商役に関わる牙行の活動範囲 
  1 買弁商役の変遷と牙行 
  2 買弁に関わる衙門・倉庫の所在地と牙行の活動範囲 







 第一節 碑刻史料の概観 
 第二節 江南の運送構造と牙行の役割・機能――米運送業の構造の解明を焦点として― 
 第三節 牙人・牙行の類別と形態 
 おわりに 
 付表 碑刻史料リスト 
第七章 明清江南地域の埠頭と水運流通 
 はじめに 
 第一節 牙行と埠頭との類似点・相違点 
  1 ミクロ的考察――「印信文簿」から見る―― 
  2 マクロ的考察――国家支配政策から見る―― 
 第二節 江南の水運ルート・船戸の種類と埠頭の設立条件 
  1 埠頭を兼業する米商人（客商） 
  2 埠頭を専業とする船戸 
  3 埠頭管理の限界――海埠頭創設の禁止から見る―― 
 第三節 埠頭経営の様相と国家の水運管理政策 
  1 国家からの額外徴収 
  2 埠頭の経営の実相 












































2 例えば Angela Schottenhammer (2010), “Brokers and‘Guild’(huiguan 會館)
Organizations in China’s Maritime Trade with her Eastern Neighbors during the Ming
and Qing Dynasties”, Crossroads – Studies on the History of Exchange Relations in




































Overseeing the Brokerage System in Qing China”, Late Imperial China, 34(1), 67–
107 などを参照。
3胡鉄球『明清歇家研究』上海、上海古籍出版社、2015 年。
4 李桃・陳勝強「中人在清代私契中功能之基因分析」『河南社会科学』2008 年 5 期。





















































































史部 483～490 冊に収録されている。その内容は、堂稿 20巻、新餉司 36巻、辺餉司 11巻、
山東司 7 巻、浙江司 1 巻、湖広司 2 巻、四川司 5 巻、江西司 1 巻、広東司 1 巻、広西司 4








































上奏名 上奏文の日付 分野 出典
会議辺餉条陳六款疏 崇禎 2年 3月 19 日 商税（換帖銀改革） 堂稿巻 4
題覆会議辺餉議単十二款疏 崇禎 2年閏 4月 4 日 商税（換帖銀改革） 堂稿巻 5
題覆太常寺少卿呂維祺会議疏 崇禎 2年閏 4月 4 日 商税（換帖銀改革） 堂稿巻 5
題覆戸科都給事中解学龍等会議疏 崇禎 2年閏 4月 4 日 商税（換帖銀改革） 堂稿巻 5
会議辺餉事竣通行彙冊頒布疏 崇禎 2年 5月 16 日 商税（換帖銀改革） 堂稿巻 6
題叅明智草場郭昭封疏 原缺 僉商（官買改革） 堂稿巻 19
覆応天撫属増解会議旧餉款項疏 崇禎 3年 9月 11 日 商税（換帖銀徴収） 辺餉司巻4
題請畿南四府协済按数節省充餉疏 崇禎 3年 11 月 11 日 商税（換帖銀徴収） 辺餉司巻4
覆省直奏报会議充餉銭粮载入考成疏 崇禎 4年 7月 22 日 商税（換帖銀徴収） 辺餉司巻8
題覆尽革僉商改為召買折価疏 崇禎 2年閏 4月 3 日 僉商（官買改革） 広西司巻2
題覆遵制僉商講求蘇商疏 崇禎 2年 5月 20 日 僉商（官買改革） 広西司巻2
題請午門給散夏季商価疏 崇禎 2年 6月 19 日 僉商（官買改革） 広西司巻2
暫停給散商価疏 崇禎 2年 12 月 20 日 僉商（官買改革） 広西司巻2
僉足商額補買草束疏 崇禎 3年正月 10 日 僉商（官買改革） 広西司巻2
覆巡青科院増減商役疏 崇禎 4年 11 月 25 日 僉商（官買改革） 広西司巻3
覆順撫京商破例外僉疏 崇禎 5年正月 10 日 僉商（官買改革） 広西司巻3
僉商擾民請寬限具奏疏 崇禎 5年 2月 13 日 僉商（官買改革） 広西司巻3
覆僉商困民改議官買疏 崇禎 5年 2月 26 日 僉商（官買改革） 広西司巻3
会估秋季草料価値疏 崇禎 5年 8月 18 日 僉商（官買改革） 広西司巻3
題議倉場商価准給四分之一疏 崇禎 5年 4 月 5 日 僉商（官改革） 広西司巻4
題議香料官買事宜疏 崇禎 5年 4月 30 日 僉商（官買改革） 広西司巻4
覆御史董羽宸張湾蠲免商税疏 崇禎 3年 5 月 1 日 商税（註斛牙税徴収） 貴州司巻1
覆通鎮督部破格蠲賑通湾疏 崇禎 3年 7月 18 日 商税（註斛牙税徴収） 貴州司巻1
覆議崇文門加増條税疏 崇禎 4年 10 月 20 日 商税（条税帯徴） 貴州司巻2
題崇文門官商納税則例疏 崇禎 5年正月 9日 商税（条税帯徴） 貴州司巻2
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版社、1976 年、第 1冊、256～257 頁。孟繁冶「中国古代商貿活動中的経紀人」『文史知識』
1996 年 5期、18 頁を参照。
2 （後漢）許慎『説文解字』（北京、中華書局、1963 年）巻 11、馬部を参照。
3 （戦国）呂不韋『呂氏春秋』（講談社、1987 年）巻 4、孟夏紀第 4、四月紀には「三曰、…
段干木、晋国之大駔也」とある。























5 （後漢）高誘・許慎注『淮南子』（上海、世界書局、1935 年）巻 13、氾論訓には「段干木、
晋国之大駔也、而為文侯師。…駔、市儈也」とある。
6 『説文解字』巻 9、人部には「儈、合市也」とある。







『中国社会経済史研究』1998 年 4 期を参照。
10 （唐）司馬貞『史記索隠』（『史記』北京、中華書局、2013 年版、巻 129、貨殖列伝第 69、
「節駔儈」の注を参照）巻 28、節駔儈には「駔、旧音祖朗反。今音驡。駔者、度牛馬市。
云駔儈者、合市也」とある。また、稲葉岩吉「駔儈・牙儈及ビ牙行ニ就イテ―支那税源ノ
歴史的考察（上・下）」『東亜経済研究』5巻 2 ・ 3号、1921 年。山田勝芳「『史記』貨殖列
伝「節駔儈」について」『集刊東洋学』53巻、1985 年を参照。
11 （北宋）司馬光『資治通鑑』（北京、中華書局、1956 年）巻 214、唐紀 30、開元 23 年に
は「安禄山者、…皆為互市牙郎」とある。
12 （北宋）歐陽修『新唐書』（台北、成文出版社、1971 年）巻 225、列伝 150、逆臣上の安
禄山の伝を参照。
































17 (清)張玉書・陳廷敬『康煕字典』（北京、中華書局、1958 年）巻 21、牙部。また、小林
高四郎「唐宋牙人考」『史学』8巻 1号、1929 年、65～66 頁を参照。
18 （唐）房玄齢『晋書』（北京、中華書局、1974 年）巻 43、列伝 13、王戎の伝には「戎…
性好興利、…毎自執牙筹、昼夜算計」とある。
19 前掲小林高四郎「唐宋牙人考」。
20 劉重日・左雲鵬「対『牙人』『牙行』的初歩探討」『文史哲』1957 年 8期を参照。





究』5巻 2・ 3号、1921 年を参照。







































27 （北宋）李元弼『作邑自箴』（台北、台湾商務印書館、1966 年）巻 1には「一、客旅出売
物色、仰子細説諭、止可令係籍有牌子牙人交易、若或不曾説諭、商旅只令不係有牌子牙人
交易、以致脱漏銭物、及拖延稽滯、其店戸當行厳断」とある。
28 『作邑自箴』巻 3 には「応鎮耆莊宅牙人、根括置籍、各給手把暦、遇有典売田産、即時
抄上立契月日銭数、逐旬具典売数申県、乞催印契、其暦半月一次赴県過押」とある。
29 宮澤知之『宋代中国の国家と経済――財政・市場・貨幣――』創文社、1998 年、227 頁。

































究』（江蘇人民出版社、1988 年）、同『中国珍稀法律典籍集成』乙編第 1 冊（科学出版社、
1994 年、13 頁）によると、「牙行第八十二」の条は洪武 2年にすでに頒布された。








































41 山本進「清代江南の牙行」『東洋学報』74巻 1・ 2号、1993 年を参照。
42 呂小鮮「乾隆前期牙商牙行史料」（『歷史檔案』1991 年 2 期）、「江西布政使彭家屏爲請停
牙行五年換帖之例事奏折」には「江西省各屬牙戸于康煕二十九年前任藩司給発印帖後、毎
十余年清査倒換一次」とある。







































49 光緒『清会典事例』（台北、中文書局、1963 年）巻 239、戸部、関税、禁令 1には「(雍
正八年)嗣後米牙必擇身家殷實、取鄰甲同行保結」とある。




















54 康煕『清会典』（台北、文海出版、1992 年）巻 35、戸部、課程 4、雑賦には「（順治四年）
議准、厳禁州縣抽取落地税銀名色、及勢宦土豪、不肖有司設立津頭・牙店、擅科私税、違
者治罪」とある。






















































④ 牙捐の納付額を定める。経済的に発展している地域では、上等牙行は 1000 串、中等
牙行は 500 串、下等牙行は 200 串の制銭を捐納する。そうではない地域では上等牙行は 700
串、中等牙行が 300 串、下等牙行が 100 串の制銭を捐納する。執照（許可証）頒布の例に
従い、牙帖を作成する費用として 1銭の銀を徴収し、牙捐と共に納付する。
⑤ 牙帖税の額を増加する。経済的に発展した地域では、上等牙行・中等牙行・下等牙
行はそれぞれ 2 両・ 1 両・ 5 銭の銀を納入しており、そうでない地域では上等牙行・中等




















61 詳細は第一歴史档案館館藏軍機処録副档案、胡林翼咸豊 6年 3 月 17 日の上奏「呈推広部
議捐領牙帖章程量為変通六条清単」と「奏為推広部議捐領牙帖章程确査変通試弁事」、同咸
豊 8 年 5 月初 6 日の上奏「呈咸豊七年三月至咸丰八年三月弁理牙帖厘金尤為出力者職名清
単」、駱秉章咸豊 6年 7 月 21 日の上奏「奏為湖南勧捐牙帖酌議変通辦理情形事」、胡林翼『胡
文忠公政書』（上海、大東書局、1936 年）巻 1、奏疏 1、咸豊 6年 3 月 17 日の「附陳変通部
章招商試弁牙帖以助軍餉」。（清）曽国荃・郭嵩燾・李元度總纂『湖南通志』（上海、商務印
























仲介業の分類 特権牙人 官許牙人 私牙






中心として――」『史学雑誌』59編 9・ 10 号、1950 年。日野開三郎『日野開三郎東洋史学
論集』第七巻、宋代の貨幣と金融、三一書房、1983 年、309～323 頁などを参照。
64 宮澤知之「宋代の牙人」『東洋史研究』39 巻 1 号、1980 年。同「元朝の商業政策――牙
人制度と商税制度――」『史林』64 巻 2 号、1981 年。
65斯波義信『宋代商業史研究』風間書房、1968 年、392、398～399、405～417 頁。宮澤知之













































74 呉慧「会館、公所、行会:清代商人組織演変述要」『中国経済史研究』1999 年 3 期、114、
118～119 頁。邱澎生「市場、法律與人情――明清蘇州商人団体提供“交易服務”的制度変
遷――」『開放時代』2004 年 5 期。王日根「從“行”到商会――宋以後商人社会管理中的官
民互動――」『厦門大学学報』哲学社会科学版、2005 年 2期。周執前「清代前中期的行会、
行会法與城市管理」『湖南文理学院学報』社会科学版、2009 年 3 期。梁小民「商幫與会館」






































年。同「清朝後期の財政に就いて」『東方学報』東京 7冊 、1936 年。同「清代に於ける村
鎮の定期市」『東洋学報』23 巻 2 号、1936 年。同『支那経済史』日本評論社、1940 年。西
山榮久『支那経済地理』大阪屋號書店、1941 年など。
4 稲葉岩吉「駔儈・牙儈及ビ牙行ニ就イテ――支那税源ノ歴史的考察（上・下）――」『東亜
経済研究』5巻 2 ・ 3 号、1921 年。その後、同『支那社会史研究』大鐙閣、1922 年に「駔
儈・牙儈及び牙行に就いて――支那税源の歴史的考察――」と収録された。






































究』47・ 48 ・ 49 号、東亜同文書院大学、1944 年など。
10 平瀬巳之吉『近代支那経済史』中央公論社刊、1942 年、1～3 頁。
11 例えば山内喜代美「支那に於ける牙行の研究」『東亞研究所叢書 4輯』東亜研究所、1942
年、133～163 頁など。




































15 注（14）前掲小沼の論文 232～234 頁。
16 根岸佶『買辦制度の研究』日本図書、1948 年、1～4 頁。
17 注（16）前掲根岸の著書 8頁。
18 注（16）前掲根岸の著書 350～356 頁。


































21 注（20）前掲山根の著書 16～20 頁。
22 注（20）前掲山根の著書 20 頁。
23 注（20）前掲山根の著書 56～61 頁。
24 斯波義信『宋代商業史研究』風間書房、1968 年、392 頁。
25 注（24）前掲斯波の著書 398～399 頁。
26 宮澤知之「宋代の牙人」『東洋史研究』39巻 1 号、1980 年、1～3 頁。同『宋代中国の国
家と経済――財政・市場・貨幣――』創文社、1998 年、205～217 頁。


























28 注（26）前掲宮澤の著書 222、226、228、231～232 頁。
29 宮澤知之「元朝の商業政策――牙人制度と商税制度――」『史林』64 巻 2 号、1981 年。
注（26）前掲宮澤の著書 232～243 頁。
30 たとえば J.K.Fairbanked, The Chinese World Order:Traditional China`s Foreign
Relations, Harvard University Press, 1968.Mark Mancall, Russia and China:their
diplomatic relations to 1728, Harvard University Press, 1971 など。
31 それについての紹介は岩井茂樹「明代中国の礼制覇権主義と東アジアの秩序」『東洋文化』
85巻、2005 年を参照。
32 例えば大隅晶子「明初洪武期における朝貢について」『ミュージアム』371 号、1982 年。
同「明代永楽期における朝貢について」『ミュージアム』398 号、1984 年など。
33 松浦章「乍浦の日本商問屋について――日清貿易における牙行――」『日本歴史』305 号、
1973 年。同『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002 年、103～104、109 頁。
34 注（33）前掲松浦著書、2002 年、102～117 頁。










































『史学雑誌』96編 9 号、1987 年、1468～1487 頁、1556～1557 頁。
44 足立啓二「明末の流通構造――『杜騙新書』の世界――」『熊本大学文学部論叢』41号、



































47 山本進『清代財政史研究』汲古書院、2002 年、5 頁。
48 岩井茂樹『中国近世財政史の研究』京都大学学術出版会、2004 年、128～134 頁。
49 谷井陽子「清代中期の重慶商業界とその秩序」『東洋史研究』74巻 3号、2015 年。
50 岡本隆司「洋関の成立をめぐって」『東洋史研究』50 巻 1 号、1991 年。同「清代粤海関
の徴税機構――保商制度を中心として――」『史林』75 巻 5 号、1992 年。同「清末粤海関
の展開――広州における洋関設立の意味――」『史林』77 巻 6 号、1994 年。同「広東洋行
考――洋行に関する新旧史料を通じて――」『東洋史研究』54 巻 2 号、1995 年。同「『朝貢』




































影響を中心に――」『史学雑誌』第 93 編 10 号、1984 年。同「一八六〇年代上海における買
弁登録制度の挫折と輸出取引機構の改変――ジャーディン・マセソン商会の活動を中心に
――」『史学雑誌』第 99 編 7 号、1990 年。同「イギリス向け紅茶輸出貿易の衰退と中国商





学報（京都）』75 冊、2003 年。同「19 世紀中葉、華南沿海秩序の再編――イギリス海軍と
閩海盜――」『東洋史研究』63 巻 3 号、2004 年。同『海の近代中国――福建人の活動とイ






































































65 定県実験とは 1929 年から平民教育と郷村建設を目的とした農村復興活動である。詳細は
周孟璞「晏陽初的科普思想和『定県実験』」『四川師範大学学報』社会科学版、1995 年 1 期。
孫詩錦「定県実験與農村復興運動」『史学月刊』2006 年 7 期。肖軍「従『定県実験』的歷史
経験論社会主義新農村建設」『邵陽学院学報』社会科学版、2008 年 5期などを参照。
66 曲直生「中国的牙行」『社会科学雑誌』4巻 4 期、1933 年。その後、馮華徳「河北省定県
的牙税」『政治経済学報』5巻 2期、1937 年も、定県の牙税について考察を加えた。
67 詳しくは李景漢『定県社会概況調査』中華平民教育促進会出版、1933 年原刊。2005 年に
上海人民出版社より復刊された。


























69 張鐵錚「北平農産品販売方法和市場組織的研究（1934 年）」『民国叢書』第二編 35号『中
国農村経済論文集』、上海書店、1990 年を参照。
70 行紀はすなわち牙行・経紀の略称。
71 王孝通『中国商業史』（『中国文化史叢書第一輯』上海書店、1984 年所収）1936 年。1984
年の著書 105 頁を参照。
72 詳しくは洪認清「『食貨』半月刊在経済史学理論領域的学術貢獻」『史学史研究』2007 年
4 期。陳園園「『食貨』学派的基本特徵研探」『南京師大学報』社会科学版 2011 年 1 期など
を参照。
73 金国宝「牙行及牙税之歴史」『中国経済問題之研究』中華書局、1935 年。
74 加藤繁「清代村鎮的定期市」『食貨』（半月刊）5巻 1 期、1937 年。




































77 鈴木俊・西嶋定生『中国史の時代区分』東京大学出版会、1957 年、220～226 頁。





1986 年 3 期、同「清代中期的三級市場結構」『中国社会経済史研究』1991 年 1 期、呉少珉
など研究者も牙人が包買商であると主張している。
80 劉重日・左雲鵬「対“牙人”“牙行”的初歩探討」『文史哲』1957 年 8 期、37～39 頁。そ
の後、劉石吉「明清時代江南地区的専業市鎮」『食貨月刊』1978 年 8巻 6・ 7 ・ 8 期（のち
に、同『明清時代江南市鎮研究』中国社会科学出版社、1987 年所収）、なども同様な論点を
提出した。
81 傅衣凌「明清時代江南市鎮経済的分析」『歴史教学』1964 年 5期を参照。その後、李瑚『中
国経済史叢稿』湖南人民出版社、1986 年、105～108 頁なども同様な論点を提出した。




























84 彭沢益「清代広東洋行制度的起源」『歴史研究』1957 年 1 期。
85 傅衣凌『明清時代商人及商業資本』、人民出版社、1956 年、212 頁。その後、呉少珉「我
国歴史上的経紀人及行業組織考略」『史学月刊』1997 年 5 期なども同様の論点を提出した。
86 例えば王志瑞『宋元経済史』台湾商務、1969 年。全漢昇『中国経済史論叢』香港中文大
学新亜書院新亜研究所、1972 年など。






90 （清) 董誥『全唐文』（北京中華書局、1983 年）巻 973「請禁業主牙人陵弱商賈奏」及び
（北宋）王溥『五代会要』（上海古籍出版社、1978 年）巻 26「市」を参照。
91 張弓「唐五代時期的牙人」『魏晋隋唐史論集』1輯、中国社会科学出版社、1981 年。































95 李瑚『中国経済史叢稿』湖南人民出版社、1986 年、105～108 頁。
96 党誠恩『中国商業史話』中国商業出版社、1987 年、82～83 頁。しかし、宮澤らの研究か
ら明らかなように、牙行の出現時期は元末まで遡ることが出来る。なお、新宮（佐藤）学
と楊其民は、印信文簿が牙帖であるという党氏の主張を否定した。
97 陳忠平「明清時期江南市鎮的牙人与牙行」『中国経済史研究』、1987 年 2 期。
98 陳学文『中国封建晩期的商品流通』湖南人民出版社、1989 年、39 頁。
99 汪士信「試論牙行」『中国社会科学院経済研究所集刊 8集』、1986 年、198～205 頁。その








































101 汪士信「試論牙行」『中国社会科学院経済研究所集刊 8集』、1986 年、206～221 頁。
102 王冠倬「元代市舶制簡述」『中国国家博物館館刊』1979 年 00 期
103 呉仁安「明代広東三十六行初探」『学術研究』1980 年 2 期
104 李龍潜「明代広東的対外貿易」『文史哲』1982 年 2 期。
105 李龍潜「明代広東三十六考釈」『中国史研究』1982 年 3 期。
106 梁方仲『梁方仲経済史論文集補編』中州古籍出版社、1984 年、230～232 頁。



































111 孟繁冶「中国古代商貿活動中的経紀人」『文史知識』1996 年 5期。
112 陳明光・毛蕾「駔儈、牙人、経紀、掮客──中国古代交易仲介人主要稱謂演変試説――」
『中国社会経済史研究』1998 年 4 期。
113 朱徳貴「試論明代市場管理制度」『哈爾浜商業大学学報』社会科学版、2005 年 5 期を参
照。
114 高葉華「明代『牙人』『牙行』考略」『重慶師範大学学報』哲学社会科学版、2007 年 2 期。


























116 楊建広・駱梅芬「中国古代経紀法制源流初探」『中山大学学報』社会科学版、1996 年 S3
期、172～181 頁。
117 羅麗馨『十六・十七世紀手工業的生産発展』稲禾出版社、1997 年、367 頁。
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119 岳純之「後論隋唐五代買売活动及其法律控制」『中国社会経済史研究』2005 年 2期。
120 注（113）前掲朱徳貴「試論明代市場管理制度」を参照。
121 周中雲・曹君乾「明代牙行法律制度考評」『晋中学院学報』2008 年 1 期。
122 周執前「国家法律制度変遷與清代前中期工商業経済的発展」『辺縁法学論壇』2008 年 2
期。




中心として」『史学雑誌』59 編 9号、1950 年、同「宋代の郷村における小都市の発展（下）





































『新史學』24 巻 1 期、2013 年。同「徴釐与壟断――『巴県檔案』中的晚清重慶官立牙行――」
『四川大学学報哲学社会科学版』2015 年 5 期。
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135 武栄強「也釋『牙婆』」『信陽師範学院学報』哲学社会科学版、2002 年 6 期。
136 衣若蘭『三姑六婆――明代婦女與社会的探索――』稻郷出版社、2002 年、73～78 頁。ま
た任麗惠「『三言』『二拍』中的三姑六婆」『邊疆経済與文化』、2008 年 1 期。許璟梓「明代








138 呉少珉「我国歴史上的経紀人及行業組織考略」『史学月刊』1997 年 5 期。
139 呉慧「会館、公所、行会――清代商人組織演変述要――」『中国経済史研究』1999 年 3
期、114、118～119 頁。梁小民「商幫與会館」『経済観察報』2010 年 8 月 25 日も同じ観点
を出した。
140 邱澎生「市場、法律與人情――明清蘇州商人団体提供『交易服務』的制度変遷――」『開
放時代』2004 年 5 期。また、周執前「清代前中期的行会、行会法與城市管理」『湖南文理学
院学報』社会科学版、2009 年 3期も同じ論点を提出した。
141 王日根「従『行』到商会――宋以後商人社会管理中的官民互動――」『厦門大学学報』哲
学社会科学版、2005 年 2 期。
142 胡鉄球「『歇家牙行』経営模式的形成與演変」歴史研究、2007 年 3 期。同「明清貿易領

























143 胡鉄球『明清歇家研究』上海古籍出版社、2015 年、1～40 頁。




2006 年 12 期。侯雲灝・曹守亮「改革開放以來中国特色馬克思主義史学理論成就綜述」『学
術研究』、2008 年 12 期。顧海良「中国特色社会主義経済学的時代篇章――新時期中国共産
















































































6 山本進「明末清初江南の牙行と国家」名古屋大学『東洋史研究報告』21 号、1997 年（同『明
清時代の商人と国家』研文出版、2002 年所収）を参照。





















































出典 『淮安府志』巻 12、貢賦志 『牟平県志』卷 4、政治 1、財政、雑税
年代 天啓 民国



































































名分 納穀 （慣行） （押帖）陋規
共通点 1 牙帖をもらう時に支払う金額 2 地方財政を補助する
相違点 1 営業税と接近2 金額は二担（一両、二両）ほど
1 営業税の付加税
2 数十両から数百両まで

































19 『清聖祖実録』巻 72、康熙 17 年 3 月壬午には「不意逆賊呉三桂背恩煽惑、各處用兵、禁旅
徴剿、供応浩繁。念及百姓困苦、不忍加派科斂。因允諸臣節次条奏。如裁減駅站官俸工食、…増
添塩課塩丁・田房税契・牙行雑税・宦戸田地銭糧。奏銷浮冒隠漏地畝、厳行定例處分」とある。
20 呂小鮮「乾隆前期牙商牙行史料」『歴史檔案』1991 年 2 期、「江西道監察御史衛廷璞請廃止糧




22 陋規が地方（州県）政府の財源であったことに言及した先行研究は、たとえば T'ung-tsu Ch'u
（瞿同祖）. Local Government in China under the Ch'ing. Harvard East Asian Monographs
143, Harvard University Asia Center. 1962. 岩見宏「明代地方財政の一考察――広東の平均
銀について――」『研究』巻 3、1952 年。同「明代における上供物料と徭役との関係」『東洋学
























































































名称 年代 形式（営業税） 金額
牙行換帖（銀） 明末 先輸粟於官、給一印照 数銭、一両二銭











































支奏議』堂稿巻 6所載の崇禎 2年 5月 16 日上奏文「会議邊餉事竣通行彙冊頒布疏」には、各省
が徴解すべき換帖による収入が記されている。その額は、南直隷の江北 3,000 両、江南 7,000
両、浙江 10,000 両、河南 7,000 両、山東 6,000 両、湖広 6,000 両、福建 6,000 両、広東 6,000
両、山西 5,000 両、陝西 4,000 両、北直隷 6,000 両、四川 5,000 両、江西 6,000 両である。全



















表 4 崇禎 2年における各省の収入増加・出費削減方策と見積金額
班軍折価（班軍改折） 60,000 両余
加増榷額 50,000 両余
停修倉厫 9,159 両（3 年内）
板木改折 1,870 両













項目/地域 応天府 蘇州府 松江府 常州府 鎮江府 徽州府 安慶府 池州府 寧国府 太平府 広徳州
班軍改折 14,080 7,100
停修倉厫 80 60 4
板木改折 155 176 234 92 69 29 31 20 46
南馬協済 11,724 7,884 7,431 1,106
修衙銀項 132 982 126 15 129 120 30 95 180 32
牙行換帖 1,274 1,500 800 500 170 456 600 110 320 800 27
吏農班価 328 88 20 6 12
寺田起科 71
生祠変価 442 267 168 231 64 30
議革冗役 58 349
賈税酌徴 77 150
凑解紙贖 94 100 100 50

















































































































































































































































































4 小林高四郎「唐宋牙人考」『史学』8 巻 1 号、1929 年。斯波義信『宋代商業史研究』風間



























6『明史』巻 82、志 58、食貨 6を参照。


































12『明世宗実録』巻 331、嘉靖 26 年 12 月戊申朔条の「工部給事中黃宗概條陳財用六事」で
は、百名の鋪商が工部の買弁を負担することについて、「邇因大工並舉、暫行雇覓、遂襲以
為例」と述べ、「宜三年一更、使通融適均」と提案し、認められている。各倉場・監局の商
人が戸部各倉場の糧草を買弁することについても、万暦『明会典』巻 21、倉庾 1、嘉靖 27
年の条に「挨名順序、派撥應役」とあるように定められている。




15『明史』巻 79、志第 55、食貨 3「至神宗萬暦六年、太倉歳入凡四百五十餘萬兩。而内庫歳







































































































































































































36不職の評価を受けた官員は、相当の懲罰を受ける。詳細は『明史』巻 71、志 47、選挙 3







































































































































44戸部が崇禎 3年正月 12 日に具申した草場での買弁の実態に関わる上奏「僉足商額補買草
束疏」（『度支奏議』広西司巻 2、64 葉の表）には「再照僉商以致竪籖之故、皆所報者…、
不能完局、勢必懇求夥商將所辦津貼其名竪籖、以致商役有名無實」とある。
45戸部が崇禎 4年 11 月 28 日に具申した各衙門の僉商人数を調整するための上奏「覆巡青科





















こととなった。官買改革が実行された後の 4月 5 日に、戸部広西司より提出された代価支
払いの削減に関わる上奏「題議倉場商価準給四分之一疏」によれば、僉商改革が持ち出さ
れた崇禎 2年の時期では、商人への実際の代価支払いは 10分の 3･4 程度であったが、官買










































































年代 事件 補足 方式







⇒（客商）召買嘉靖 45 年以後 新たな力役の出現 第一次改革のほころび





万暦 10 年 第二次召買の試行
万暦 12 年 第二次僉商へ転化
崇禎 2年 官買の提案 否決された
（鋪戸）僉商
⇒（牙行）官買






















表 3 崇禎 2年の官買改革提案の具体的措置について
番号 倉庫の所属 毎年の消費量と買弁の予算 改革前の買弁の在り方 改革の提案
① 御馬監の三倉（中府草場・天師庵草場・裏草場）














③ 象房草場 大麥・草束。京糧庫の銀 10,000 両余を用いる。
経紀を官牙にして、代
価を直接支払わせる。


























正旦・元宵節:降真香 20,000 觔、沈香 2,000
觔、沈速香 2,000 觔、三色檀香 6,000 觔、牙
香 2,000 觔、燈草 1,000 觔、黄蝋 30,000 觔、








中秋節:降真香 8,000 觔、沈香 1,300 觔、沈




緑豆 1,603 石 1 斗、黄豆 154 石 9 斗 3 升、黒





⑩ 司苑局 黒豆 1,950 石、草 65,000 束。太倉庫の銀を用いる。 河南司が管理する。
⑪ 酒醋麺局
小麥 2,450 石余、黒豆 900 石余、緑豆 350 石、






















かの異なる点も存在する。例えば表 3の①御馬三倉の買弁支出は崇禎 2年では 270,000 両
余だったが、崇禎 5年では 207,770 両余へ減額されており、一方で④犠牲所の豆稭調達量



















表 4 崇禎 5年の官買改革の明細
番号 倉庫の所属 毎年の消費量と買弁の予算 改革前の買弁の在り方 改革の提案
① 御馬監の三倉（全体） 1、場ごとに草 746,666 束 10 斤、閏月
は 40,000 束を増加する。

















② 京五草場 草 1,250,000 束余。47,100 両余の銀を用いる。
監督官は品質を検査して草を受け入
れ、官攢は代価を支払う。





緑豆 870 石余、黒豆 300 石余、豆稭























料豆共 2,600 石余、草 58,000 束余、
京糧銀 3,570 両余を用いる。 黄土倉の監督官が管理する。
⑧ 供用庫
正旦・元宵節：降真香 20,000 觔、香
2,000 觔、沈速香 2,000 觔、三色檀香
6,000 觔、牙香 2,000 觔、燈草 1,000









中秋節：降真香 8,000 觔、沈香 1,300
觔、沈速香 800 觔、三色檀香 2,400 觔、
牙香 1,000 觔、燈草 700 觔。
太倉庫の銀 32,700 両を用いる。
⑨ 酒醋麺局
1、小麦 4,867 石、緑豆 350 石、黒豆










黄豆 154 石 9 斗 3升、緑豆 1,603 石 1






⑪ 司苑局 毎年黒豆 1,950 石、穀草 65,000 束を購買する。
1、崇禎 2年 8月から黒豆 1,000 石、
穀草 40,000 束を司苑局の内監自ら買
い上げる。






































59戸部が具申した香料の買弁に関わる崇禎 5年 4 月 30 日の上奏「題議香料官買事宜疏」（『度
支奏議』広西司巻 4、13 葉の裏～14 葉の表）には「但有香蠟販到分司、…監督亦即督責經紀
店家客販人等、親將香蠟徑赴北安門外本庫外廠公署、聽候眼同客販當堂選收」とある。ま



























60小林高四郎「唐宋牙人考」『史学』8巻 1 号、1929 年。宮澤知之「宋代の牙人」『東洋史研
究』39 巻 1 号、1980 年（後、同『宋代中国の国家と経済――財政・市場・貨幣――』創文
社、1998 年所収）などを参照。






































63 『宋会要輯稿』食貨 56－6、金部には「（紹興 9年（1139）6月 21 日）詔。三路市舶司、
香薬物貨、并諸州軍、起到无用臓罰衣物等納訖、牒報編估局。官吏将価合用行牙人、前去
就庫、編揀等第色額訖、差南鋼牙人等、同市舶司、看估時値価銭、供申尚書金部」とある。
64 『宋会要輯稿』食貨 41－6、和糴には「（淳煕 6年（1179）正月 14 日）訪聞、従来委官置
場、和糴米斛、多是被牙儈・公吏、与中売之人、通同作弊。比之市直、高擡価例、贏落官
銭」とある。
65 『宋会要輯稿』、食貨 55－31 ・ 32、市易務には「（煕寧 5年（1072）3 月 26 日）詔。天
下商旅物貨到京、多為兼併之家所困。…宜令在京置市易務、選差監官二員、提挙官一員、勾
當公事官一員、召諸色牙人投状、充本務行人・牙人」とある










70 宮澤知之「宋代の牙人」『東洋史研究』39巻 1号、1980 年。




























































































































刊』2011 年 3期、同氏『明代北京社会経済史研究』人民出版社、2015 年などを参照。
2 佐久間重男「明代の倉庫業について」『東洋学報』31 巻 4 号、1948 年。鄭克晟「明代的官
展・権貴私店和皇店」『明史研究論叢』1 輯、1982 年。韓大成「明代的官店與皇店」『故宮
博物院院刊』1985 年 4 期。新宮（佐藤）学「明代前期北京の官店塌房と商税」『東洋史研究』























































































































江北 江南 浙江 河南 山東 湖広 福建 広東 山西 陝西 北直隷 四川 江西
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両）・順徳府（123 両）・広平府（198 両）・大名府（327 両）・順天府（886 両）・保定府（177

























































































で 4人、中倉で 2・ 3 人を用い、その工食は 12 両を標準とし、該当項の銭糧より支給


































































名称 所在地 設置時期 規模
裏草場 皇城内東北、御馬監庁の南 永楽初年 2頃 90 畆
中府草場 東安門外北１里、妳子府街 宣徳年間 不明
天師庵草場 皇城外東北角 正統年間 周 154 丈
西城坊 阜成門街北 永楽年間 周 312 丈
明智坊 順天府治東南 永楽年間 周 243 丈
安仁坊 宣武門内西城阜財坊 天順 5年 周 214 丈
北新廠 西直門裏西城河漕 成化 22 年 周 307 丈
台基廠 東直門外→西直門内（日中坊） 嘉靖 29年以後 周 172 丈
内象房 皇城内、裏草場の西 不明 9房
外象房 阜財坊宣武門西城牆北 永楽 2年 周 184.8 丈
犧牲所 正陽門外永定門内東、天壇内 洪武 3年 正房 11 間
司牲司 阜城門外 景泰元年 周 71丈以上
内供用庫 承運庫の東 不明 不明
外供用庫 司苑局、酒醋面局の附近 不明 不明
司苑局 皇城内、内府供用庫の附近 不明 不明
酒醋麪局 皇城内、内府供用庫の附近 不明 不明
宝鈔司 皇城内、西上南門の南 不明 不明
裏牛房 思城坊 永楽 5年 周 176 丈
注：表 5及び表 6、表 7、表 8、表 9は万暦『明会典』巻 14、戸部 1、戸部、十三司職掌、同書巻 23、戸部


















29 万暦『明会典』巻 205、工部 25、柴炭。『日下旧聞考』巻 46、城市内城東城 2を参照。























名称 所在地 設置年代 規模
外牛房 朝陽関外、東直門外 6里 永楽 5年 周 392 丈、房 68 頃 97 畆


















42 万暦『明会典』巻 23、倉庾 3、馬房等倉、草場附を参照。
43 『北京市東城区地名志』政区聚落地名篇、164 頁を参照。




名称 所在地 設置年代 規模
壩上倉 通州城北鄭村
壩
宣徳年間 周 1260 丈、草欄 450 丈、西 5里駝房周 240
丈、志地 14 頃 63 畆、牧馬地 678 頃 15 畆
壩上北倉 順義県 永楽年間 周 967 丈、草欄 288 丈、志地 115 頃 16 畆
壩上東馬房倉 壩上倉東 2
里、鄭村壩東
宣徳年間 周 537 丈、草欄 700 丈、志地 11 頃 78 畆、牧
地 312 頃 89 畆
壩上北馬房倉 壩上倉北 2
里、鄭村壩北
宣徳年設 周 358 丈、草欄 680 丈、〔志地〕11頃、〔牧地〕
17頃
壩上南馬房倉 壩上倉南 宣徳年 周 260 丈、草欄 540 丈、志地 7頃、41 畆、牧
地 314 頃 68 畆
義河倉 通州、臨温義
河
永楽年間 周 813 丈、草欄 688 丈、志地 12 頃 74 畆、牧
馬地 368 頃 5 畆
湖渠馬房倉 宛平県湖渠村 成化11年重修 周 944 丈
金盞儿甸倉 通州 永楽 5年 周〔4〕30 丈、志地 21 頃 94 畆、牧地 303頃
北高倉 通州北高店 永楽 4年 周 649 丈、草欄 804 丈、志地 15 頃 73 畆、牧









名称 所在地 設置年代 規模
黄土倉 昌平州黄土坡 永楽年間 周 260 丈、草欄 164 丈、志地 482 頃 7〔5〕0 畆
鄭家荘馬房倉 昌平州 宣徳年間 周 954 丈 5 尺、草欄 213 丈、志地 202 頃 68 畆
湯山草場倉 昌平州 永楽年間 周 1053 丈、草欄 213 丈、志地 202 頃 68 畆






















南石渠七倉 所在地 設置年代 規模
〔氵旱〕石橋倉 順義県 不詳 周 382 丈、草欄〔1〕93 丈
〔氵旱〕石橋南倉 順義県〔氵旱〕石橋南 不詳 周 498 丈、草欄 812 丈
峪口張家荘馬房倉 三河県峪口山 不詳 周 502 丈 1 尺、草欄 545 丈 9尺、志地 150
頃 30 畆
南石渠倉 三河県兔児山 永楽 2年 周 658 丈、草欄 877 丈、志兔児東馬房地
621 頃 61 畆
南石渠西倉 三河県兔児山西 景泰 4年 周 534 丈、志兔児西馬房地 643 頃 46 畆
峪口楊家橋馬房倉 三河県峪口山南 宣徳 8年 周 911 丈、草欄 249 丈、志地 112 頃 54 畆




































































66 光緒『昌平洲志』巻 3、土地記第 3上には「芹城、一統志在昌平州東三十里、隋図経昌平
縣有芹城」とある。また、同書巻 4土地記第 3下を参照。
67 『春明夢餘録』巻 69、河渠、白河を参照。






















69 『日下旧聞考』巻 108、京畿通州 1、同書巻 109、京畿通州 2を参照。

































79 万暦『明会典』巻 35、課程 4、商税には「（嘉靖）二十四年議準、福徳、宝源等七店、毎
貨一船、徴銀五両」とある。
80 『明神宗実録』（台湾、中央研究院歴史語言研究所、1966 年）巻 345、万暦 28 年 3 月、
辛酉には「提督宝和二店内官張隆題、本店転収条船銀両、系充聖母宮用、觧銭未便、乞宣
課司条船仍旧徵銀、従之」とある。
81 『日下旧聞考』巻 110、京畿通州 3には「自都門東南行六十里、有地曰張家灣。凡四方之
貢賦与士大夫之造朝者、舟至於此、則市馬僦車、陸行以達都下、故其地水陸之会而百物之
所聚也」とある。







83 嘉靖『通州志略』（尊経閣文庫蔵嘉靖 28 年序刊本）巻 1、輿地志、市集には「張家灣、在
州城南十一里。南北水陸要会之処、人煙輻輳、万貨駢集、為京東第一大馬頭、日日為市」
とある。












































このような事態によって、張家湾宣課司の 4月までの未徴税額は 10,000 両に達していた。
張家湾宣課司の税収はもともと以下のように各衙門に分配されていた92。
① 光祿寺：麯價銀 4,400 両
② 酒醋局：本色淮麯 18,800 斤
③ 國子監：本折色鈔銭 291,036 文、計銀 428 両
④ 太常寺：猪價銀 320 両
⑤ 太倉：済辺銀 1,500～1,600 両
⑥ 宝和店：條銀 1,800 餘両
















90 万暦『明会典』巻 35、戸部 22、課程 4、商税には「（弘治元年）又議准、取回馬駒橋副使、
巡攔、令張家灣宣課司公同本司官、將南方販到酒麯、務令牙人盡數開報収税。仍將収過數
目送赴監収御史、主事稽考。除彀光祿寺、酒醋麫局額辦酒麯外、其餘俱収銭鈔」とある。




















営業許可税のことであり、一枚の牙帖ごとに 8、9 分から 3銭ほどの銀しか徴収しない。牙
税のほかに、地方官府はまた牙行に「陋規」という名目の付加徴収を勝手に課した。その
徴収は正式なものではないにもかかわらず、徴収額は当地牙行の利潤蓄積状況によって牙




名称 年代 牙帖領収 徴収形式 範囲 性質
斛斗註斛牙税 明末 無 認納（非正式） 地方（張家湾） 附加税（営業税の十倍以上）
牙行換帖銀 明末 有 強制（考成） 全国 営業税
牙税陋規 清 無 非正式 地方（林県） 附加税（営業税の十倍以上）



























90,000 両となり、崇禎 2 年にまた 3400 両以上の「羨餘銀」（非正式の税収入）が追加され
た99。さらに崇禎 4年に至り、国家は軍事費を捻出するため、90,000 両の徴収額を基礎に、
正税と条税とを併せて 4,500 両の徴収額を増加した100。しかし、こうした崇文門の徴税目標
と実際の徴収額とは乖離している。提督宝和等店司礼監掌印太監王永祚が崇禎 4年 10 月 20
日に上奏した「覆議崇文門加増条税疏」（『度支奏議』貴州司巻 2）によれば、当時の条銀徴












99 『度支奏議』貴州司巻 1、崇禎 2年 12 月 20 日の「門閉己久商貨全無疏」（35 葉の表）に
は「崇文門宣課司税銀原額六萬八千九百両有奇。崇禎元年具題以九萬両為定額。崇禎二年
又加羨餘銀三千四百両有奇」とある。
100 『度支奏議』貴州司巻 2、崇禎 4年 10 月 20 日の「覆議崇文門加増条税疏」（1葉の裏～
3葉の裏）には「崇文門毎年四季解宝和店條税。今據提督內臣王永祚條議…、一曰四毫按徴
起解。…崇文門以原額九万両記之、正税・条税二項共該加銀四千五百両。…其每年條鈔所加











































105 前任戸部湖広清吏司主事は包鳳起である。詳細は『度支奏議』貴州司巻 1、崇禎 4年 4
月 7 日の「題参崇文門奸書侵盗官銀疏」（70葉の表）・崇禎 4年 4 月 13 日の「覆崇文門包主
事条陳門税五款疏」（74葉の表）を参照。
106 崇禎 6年の崇文門管差主事は劉鎬である。詳細は『度支奏議』貴州司巻 2、崇禎 5年 2
月の「覆查核科臣題報關税缺額疏」（12 葉の表）を参照。なお、劉鎬は崇禎 2年 11 月 17 日
から（退任は不詳）河南清吏司の主事として崇文門を管理することもあった。詳細は『度








































































1 横山英「清代における踹布業の経営形態(上・下)」『東洋史研究』19巻 3・ 4号、1960 ・





雑誌』90編 11 号、1981 年、1（1619）～11（1629）頁。
4 佐藤学「明末清初一地方都市における同業組織と公権力――蘇州府常熟県『當官』碑刻を
素材に――」『史学雑誌』96編 9号、1987 年を参照。
5 山本進「明末淸初江南の牙行と国家」『名古屋大学東洋史硏究報告』21 号、1997 年。
6 例えば、傅築夫「中国工商業者的“行”及其特点」『中国経済史論叢』下、生活・読書・
新知三聯書店、1980 年。洪煥椿「明清封建専制政権対資本主義萌芽的阻碍」『歴史研究』1981
年 5 期。許敏「明代嘉靖・万暦年間“召商買弁”初探」『明史研究論叢』1輯、1982 年。宋
元強「研究明清社会経游史的重要碑刻史料」『歴史研究』1982 年 4 期。唐文基「明代的鋪戸
及其買弁制度」『歴史研究』1983 年 5期など。
7 陳忠平「明清時期江南市鎮的布號與布莊」『江淮論壇』1986 年 5期。





学学報』哲学社会科学版、2007 年 2 期。安涛「従『上海碑刻史料選輯』看明清時期国家在
地方経済生活中的作用」『蘭州学刊』2007 年 3 期。彭南生「晚清地方官對民間経済活動的管





































会科学版、2009 年 3 期。李雪梅「工商行業規範與清代非正式法——―以会館碑刻為中心的考
察――」『西北政法大学学報』法律科学版、2010 年 6 期。許檀「商人会館碑刻史料及其価値」






























































































15 西嶋定生「中国初期棉業の形成とその構造」『オリエンタリカ』2号、1949 年（1942 年初
稿）。同「中国初期棉業市場の考察」『東洋学報』31巻 2号、1947 年。同「明代におけるも
工面の普及について」『史学雑誌』57編 4 ・ 5 号、1948 年。同「16 ・ 17 世紀を中心とする
中国農村工業の考察」『歴史学研究』137 号、1948 年。















































21 劉石吉『明清時代江南市鎮研究』北京、中国社会科学出版社、1987 年、59～65 頁を参照。



























一石毎に銀 2両 1 銭29に換算すると、牙行が一石の銀を仲介する時、その手数料は、銀 2分





② 脚夫の労賃（脚価31）価格も斛手の労賃（斛費）価格と接近している。康煕 21 年（1682）
8月の「奉憲厳禁斛脚多勒陋弊碑記」は、長洲県官府が脚夫の労賃を合理化するため、蘇州
の山塘街に立てた碑刻に「山塘地方の脚夫が敢えて禁令に違反して、斛用を多めに強要し、
25 安部健夫「米穀需給の研究」『東洋史研究』15巻 4号、1957 年を参照。
26 斯波義信『中国社会経済史用語解』東洋文庫、2013 年、435 頁。
27 注（26）前掲斯波『中国社会経済史用語解』16頁。
28 山内喜代美「支那に於ける牙行の研究」『東亞研究所叢書 4輯』東亜研究所、1942 年、133～
163 頁。


















業種 業種の別称 労賃 労賃の別称 労賃価格（一石毎に）
斛手 斛力 斛費 斛力米 銀 8厘（0.008 両）

































































































































































39 附表 44の乾隆 53（1788）年 7 月 9 日「江南海関為商船完納税銀折合制銭定価告示碑」、
54の道光 7年「上海県為商行船集議関山東各口貿易規条告示碑」等を参照。
40 附表 5の順治 7（1650）年 5月「蘇州府厳禁関棍假冒盤詰攔詐南貨土産貨船碑」、6の順
治 7（1650）年 5 月「蘇州府厳禁索詐南来柴炭油紙貨船碑」、31 の雍正 9（1731）年 8 月「金
匱県規定瓜果蔬菜牙行不許増添凡外来客販及本地耕種之家成船装載者聴其投牙販売碑」な
ど。
41 附表 10の康煕 11（1672）年 6 月 12 日「官用布匹委官弁解禁擾布行告示碑」、18 の康煕
22（1683）年 8 月「蘇州府規定采買架木樁木皇木地区弁法碑」、60 の道光 22（1842）年 11
月 22 日「呉県厳禁盤戸脚夫覇持地段滋擾米行挑送石碑」など。
42 附表 10の康煕 11（1672）年 6月 12 日「官用布匹委官弁解禁擾布行告示碑」などを参照。
43 附表 43の乾隆 46(1781)年 3月「長洲県永革木簰小甲滋事需索碑」などを参照。




46 附表 42の乾隆 43（1778）年 5 月「無錫県永禁書差借称官買派累米商碑」などを参照。
47 附表 60の道光 22（1842）年 11 月 22 日「呉県厳禁盤戸脚夫覇持地段滋擾米行挑送石碑」
などを参照。
48 附表 71の同治 10（1871）年 11 月 19 日「長元呉三県蘇城釐捐局為糸業擬訂経夥経紀章程
請予立案暁諭各糸経牙行遵守碑記」などを参照。






























































50 附表 10の康煕 11 年（1672）6 月 12 日の碑刻「官用布匹委官弁解禁擾布行告示碑」など
を参照。
51 附表 43の乾隆 46 年（1781）3 月の碑刻「長洲県永革木簰小甲滋事需索碑」などを参照。
52 前掲の呉奇衍「清代前期牙行制試述」などを参照。
53 附表 44の乾隆 53 年（1788）7月 9日の碑刻「江南海関為商船完納税銀折合制銭定価告示






































54 附表 65の同治 4年（1865）閏 5月 6日碑刻「呉県准周廷桂充任万年橋駁船頭永禁不肖船
戸冒攬撑載把持阻撓碑」などを参照。
55 附表 71の同治 10 年 11 月 19 日の碑刻「長元呉三県蘇城釐捐局為糸業擬訂経夥経紀章程
請予立案暁諭各糸経牙行遵守碑記」。





















































1 日野開三郎「中国の埠という地名とその沿革」歴史教育 8巻 3 号、1938 年、同『日野開
三郎東洋史学論集』第 12 巻、行政と財政、三一書房、1989 年、409～412 頁を参照。
2 加藤繁「清代福建江蘇の船行に就いて」『史林』14巻 4 号、1929 年。同『支那経済史考証
下巻』東洋文庫、1952 年、585～594 頁。
3 横山英「清代江西省における運輸業の機構」『広島大学文学部紀要』18 号、1960 年。後に
同氏『中国近代化の経済構造』亜紀書房、1972 年、149～171 頁に収録。
4 斯波義信『宋代商業史研究』風間書房、1968 年、120～132 頁。
5 山本進『明清時代の商人と国家』研文出版、2002 年、17、204～210 頁を参照。


























省明清以来碑刻資料選集』（生活・読書・新知三聯書店、1959 年）に収めるもの 2 件、『上
海碑刻資料選輯』（上海人民出版社、1980 年）に収めるもの 2件、『明清蘇州工商業碑刻集』
（江蘇人民出版社、1981 年）に収めるもの 5件、『明清以来蘇州社会史碑刻集』（蘇州大学





「浅説魯迅作品裡的船」『紹興師專学報』社会科学版、1984 年 2 期。張継平「何謂『河埠頭』」
『語文知識』1995 年 7期。劉荒田「水埠頭」『山花』1997 年 3 期。康忠德「釈“步”“埠”」
『民族語文』2010 年 5期。
7 羅伝棟『長江航運史（古代部分）』北京、人民交通出版社、1991 年、359 頁。
8 邱澎生「由市廛律例演変看明清政府対市場的法律規範」『史学：伝承與変遷学術研討会論
文集』1998 年。























































































唐 牙人 印紙 市牙各給印紙、人有買売隨自署記、翌日合算之。 『旧唐書』
















































『元典章』巻 22、戸部 8、市舶、市舶則法 23條には
















洪葉文化、1997 年、158 頁を参照した（巻首題高齋主人識、金閶葉 啓元梓、雲間陳繼儒眉
公題。共九巻、日本東洋文庫收藏）。
20 詳細は斯波義信『宋代商業史研究』風間書房、1968 年、124 頁を参照。





































































































































































































































































































名称 頒給物 徴収名目 無許可経営 経営内容
牙行 牙帖 営業税 禁止 仲介














42 西嶋定生「中国初期棉業の形成とその構造」『オリエンタリカ』2号、1949 年（1942 年初
稿）。同「中国初期棉業市場の考察」『東洋学報』31巻 2号、1947 年。同「明代におけるも











































































47 横山英「清代江西省における運輸業の機構」『広島大学文学部紀要』18 号、1960 年。後





















































































船戸種類 商人との関係 運送リスクに対して 埠頭の設立






































南貨毎大船客商 捐銀 1銭 4 分（0.14 両）
牛筋（毎大船客商） 捐銀 3釐（0.003 両）
南貨中船 捐銀 1銭 6 分（0.16 両）
（南貨）下船 捐銀 8分（0.08 両）
南貨装船毎大船 捐銀 1銭（0.1 両）
（南貨装船毎）中船 捐銀 5分（0.05 両）
（南貨装船毎）下船 捐銀 2分（0.02 両）
装貨江船毎載 捐銀 1銭（0.1 両）
魚包堿包毎包 捐銀 1釐、吊包対折（0.001 両）
鋪戸作坊需用貨物毎載 捐銀 2分（0.02 両）
豆餅毎千片 牙行捐銀 5分（0.05 両）
買豆餅客船毎千片 客商捐銀 5分（0.05 両）
豆麥雑糧毎石 捐銀 1釐（0.001 両）



























































































































































































































































































1 宮崎市定「中国専制国家財政の展開」『岩波講座世界歴史 9 中華の分裂と再生』岩波書
店、1999 年。
2 岡本隆司編『中国経済史』名古屋大学出版会、2013 年、184～185 頁。



































ジア伝統社会の形成 16－18 世紀』岩波書店、1998 年。同「中国史における「近世」概念」
『歴史学研究』821 号、2006 年、32～35 頁。同「「近世化」概念をめぐって」『歴史学研究』










































9 宮本又次『日本近世問屋制の研究』刀江書院 1971 年。林玲子『江戸問屋仲間の研究―
幕藩体制下の都市商業資本―』御茶ノ水書房、1978 年。同『近世の市場構造と流通』吉川
弘文館 2002 年。吉田伸之『シリーズ近世の身分的周縁 4 商いの場と社会』吉川弘文館、
2000 年などを参照。
